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東芝テックＯＢ会だより
２０１７年１２月２５日第３３号

去る１１月１３日（月）、第２３回東芝テッ
クＯＢ会総会は静岡事業所体育館で開催さ
れました。
当日は秋晴れの中、大阪、千葉、埼玉、東京、
神奈川など遠方にお住まいの会員も含め、多
数の会員が出席しました。また、会社として
はＯＢ会員との交流を深める機会として、ご
多忙の中、池田社長をはじめ、役員各位や関
係会社役員の皆様が参加して下さいました。
今回の総会では、会社側のご厚意により、
会場に当社製品の展示と実演が行われ、さら
に会員の兼高さんが集めた当社の古い製品
も展示しました。
まず総会開催に当たり、司会進行担当の中
田幹事より発言があり、平成２９年度に亡く
なられた１６名の会員に対して、あらためて
ご冥福をお祈り申し上げます。
出席者全員による１分間の黙とうが行わ
れました。

第２３回東芝テックＯＢ会総会開催

総会はまず、会長の開催挨拶に続き、来賓
の池田社長から会社の近況報告を含め、祝辞
を頂きました。
議事としては、中田幹事より会計報告、山
田会計監事から監査報告がなされ、原案通り
拍手で承認されました。
次に総会のしおりに従い、役員改選につい
て提案され原案通り拍手で承認されました。
引き続き、米寿・喜寿を迎えられた７０名
の方々に対して盛大な拍手の中、記念品贈呈
が行われました。
懇親会は今日、米寿を迎えた土屋孝一さん
のご挨拶と乾杯の音頭で始まり、久しぶりに
再会した会員相互の近況を話題に花を咲か
せ、楽しい一時を過ごしました。
青木副会長による手締めと来年、東京で
の再会を約束し、散会しました。

会場の様子 当日出席された米寿・喜寿の方々
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ＯＢ会会長挨拶　要旨
会長　浪川　邦俊

ＯＢの皆様にご意見を伺ってまいりました
が、毎日ではなく、元の職場にパートでも就
業できるシステムが出来れば、大変喜ばしい
という声を多く頂きました。そして、事業所
の方々や、サービス部門の方々に、この人材
派遣システムの提案をしてまいりました。現
場の声としては新しい派遣会社の人材にお
願いするより、ＯＢの方の方が教育やマニュ
アルを作る手間が省けるので、人材が揃えば
是非お願いしたいと言うことでした。
東芝テックは、コンビニ業界の再編も後押
して、仕事量が増加している状況と伺いまし
たが、反面、長時間労働、深夜残業規制等、
益々規制が厳しくなっております。そのため
他の企業同様、深刻な人手不足が問題となっ
ています。ＯＢの方々の中で、もう少し働き
たい、余裕を持った暮らしをしたい、しかし
新しい職場を探すのも大変だといった方に、
余暇も大事にして頂きながら、昔培ったノウ
ハウを活用できる、東芝テックの職場の提供
をＯＢ会として検討しております。皆さん
ハローワークや地方自治体のシルバーセン
ターに応募して仕事を続けておられる方も
おりますが、中々思ったような仕事がないの
が現状です。
東芝テックは６５歳までの定年延長制度
も既に実施されていますが、途中で退社され
る方も少なくありません。
そこで、事業所やサービス現場の方々の要
望を伺いながら、適材適所のＯＢの人材デー

皆さんお疲れ様です。一年ぶりのご無沙汰
になりますが、会員の皆様にはお元気で、第
２３回東芝テックＯＢ会総会に多数ご出席
賜り、誠にありがとうございます。また、会
社よりご多忙の折、池田社長はじめ各役員、
関係会社役員の皆様のご参加を賜り厚く御
礼申し上げます。池田社長には恒例により、
会社の近況を含め、ご祝辞を頂くことになっ
ておりますので、宜しくお願いいたします。
私は就任して２年間、幹事の皆様と共に会
員の増加に努めてまいりました。お手元の総
会しおりにも記載されていますが、お陰様で
例年以上に入会者も増えましたが、ご逝去さ
れた方、退会者もあり、ついに会員総数が
１０００名を割り込み９８９名となりまし
た。そして、８５歳以上の終身会員の方も
年々増え９４名となりました。つまり終身会
員の方々の数を引きますと９００名を割っ
てしまいます。
従いまして財政的にも非常に厳しい状況
になっておりますので、高い席からではござ
いますが、終身会員の皆様にも毎年の会員
費は無料ですが、寄付という形で、気持ち
で結構ですのでお願いするつもりです。ど
うぞ宜しくご支援の程お願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　
また新しい取り組みとして、ＯＢの方々の東
芝テックへの就業支援に取り組んでおりま
す。常任幹事会や各地区のＯＢ支部総会で 兼高さん製品展示
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タベースを活用し、就業支援のお手伝いをさ
せて頂きたいと思っております。　　　　　　　　　　　　　
さて本日は、久しぶりの再会ですので、時
間の許す限り、ご歓談賜りますようお願いい
たします。　　　
なお今日は既に会場でご覧の通り、会社の
ご厚意により当社新製品を展示させて頂き
ました。またＯＢの兼高さんが個人でコレク
ションした当社の古い製品も併せて展示し
ております。関係者の皆さんには大変お世話
になりました。改めて御礼申し上げます。
最後になりますが、会員各位の益々のご健
勝と会社の繁栄を祈念すると共に、ご支援賜
りました会社関係部門の皆さんに、深く感謝
申し上げ、簡単ではありますが、ご挨拶とい
たします。

来賓祝詞　要旨
代表取締役社長　池田　隆之

［はじめに］
本日は「第２３回ＯＢ会総会」にお招きい
ただきまして誠にありがとうございます。
皆さんの元気なお姿に接することができ、
大変嬉しく思います。	
また、めでたく米寿、喜寿を迎えられまし
た先輩の方々に対しましては、心からお祝い
を申し上げます。
本日も、大勢のOBの皆さんがご参加され

ているようで、本会のご隆盛をあらわしてい
るものと存じます。
今後とも一層健康に留意され、お元気で御
過ごしになりますようご祈念申し上げます。
さて、先週の１１月８日に、第２四半期の
決算内容を外部公表しましたので、簡単にご
説明させていただきます。
２０１７年度上期の連結ベースでの業績
につきましては、売上高は２，４３２億円（対
前年同期比９９．９％）となりました。一方、
損益につきましては、営業利益は１０４億円
（対前年同期比６１％増）、経常利益は９５億
円（対前年同期比２６％増）となりました。
２０１７年度上期は、国内リテールソ
リューション事業を中心として、売上構成改
善により粗利が増加したこと、及び為替レー
トが想定レートより円安となったことなど
により、５月に公表した予想に比べて、営業
利益、経常利益、純利益が大きく上回る結果
となりました。
この業績結果により、配当につきまして
は、１株当たり３円の中間配当とすることを
決定いたしました。
また、既に下期がスタートし、1 ケ月が
経過しましたが、２０１７年度の通期見通
しは、売上高は５，０５０億円、営業利益は
２００億円となっております。
現在、通期見通しの達成を目指して、社員
一丸となって業務に邁進しているところで
あります。

［トピックス］
さて、２０１７年度上期のトピックスをご
紹介させていただきます。
先ず、大手コンビニへの POS レジスター
の納入についてです。
皆さんご存知のとおり、全国のセブン－イ
レブンとファミリーマートの店舗では、当社
の POS レジスターが使用されておりますが、
今回、新たな POS レジスターを全国、約
３８，０００店へ順次納入しております。納
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入する POS レジスターは、大型液晶パネル
を採用し、従来の POS レジスターに比べて
サイネージ効果を最大限活用でき、お客様へ
今まで以上に分かりやすい情報発信が可能
となっております。また、マルチ決済端末の
搭載により IC クレジットを含む様々な支払
方法に対応しております。さらに、マルチ言
語対応についても強化を図ってきており、使
い勝手の良い製品となっています。お近くの
店舗に新しい POS レジスターが納入された
際には、その特徴を実際に確認していただけ
ればと思います。
次に、RFID 読み取りセルフレジについて
ご紹介します。ちなみに、ご存知の方も多い
と思いますが、RFID とは、RFID タグと呼ば
れる媒体に記録された人やモノの個別情報
を、無線通信によって読み書き（データ呼び
出し・登録・削除・更新など）をおこなう自
動認識システムのことです。
皆様は、ジーユーという衣料品のブランド
をご存知でしょうか？ジーユーは、ユニクロ
を運営するファーストリテーリンググルー
プのブランドの一つです。当社は、このジー
ユーの１７６店舗に RFID タグが付いた商品
をお客様自身がレジ登録から会計まででき
るセルフレジを納入しました。
お客様は、音声ガイダンスや画面表示に
従って買い物かごに入った商品をセルフレ
ジ下部の BOX に投入します。商品上のバー
コードを読み取る通常のセルフレジと異な
り、このセルフレジは投入された複数の商品
上の RFID タグを、もれなく瞬時に読み取り
ます。お客様は商品情報と会計金額を確認
し、支払方法を選択して会計が完了します。
これにより、今までのお客様 1人当たりの
精算時間が大幅（最大で３分の１）に短縮さ
れることになります。繁忙時のレジ待ち時間
の短縮や店舗内のお客様の回転率向上が期
待されます。

今後当社は、このセルフレジで実現した技
術を活かして市場のニーズに合わせた商品
の展開を計画していく予定です。

［終わりに］
本日は、年に１回のＯＢ会総会となります
が、私以下役員ならびに関係会社社長が出席
しておりますので、皆様とご歓談させてい
ただき、近況を共有させていただければと
思います。また、会場の後方には、OBの兼
高（カネタカ）様が所蔵されている東芝テッ
クグループの歴史を彩ってきた数々の製品
を展示するとともに、先程お話したジーユー
向け RFID 読み取りセルフレジをはじめとし
た、現在当社が販売に注力している製品も展
示しておりますので、是非ご覧いただきたい
と思います。

最後になりましたが、本会の発展と皆様
方の益々のご健勝を祈念いたしまして、簡
単ではございますが、ご挨拶とさせていた
だきます。

以　上

当社製品の展示
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会員の広場

東京電気（株）ドイツ・デュッセルド
ルフ駐在から 1993 年に帰国直前、ビン
ゴゲームでフランス製の自転車が当たり
ました。日本に帰ってから高校時代に好
きだった自転車が蘇り、東京サイクリン
グ協会（TCA）に入りました。これが縁
で 2007 年から毎年沖縄の大会に参加す
るようになりました。
今年の “ 美ら島オキナワ Century	Run	
2017” も素晴らしい大会でした。しかも
何と二日目に “ アフターサイクリング ”
初回が開かれました。コースを走るだけ
でなく、名護市と恩納村／隠れた絶景と
昔ながらの集落を、地元のガイドさんか
ら説明を受けながら走るというイベント
でした。過去十年もの間コースをひたす
ら完走するだけでしたが、このイベント

に参加して、沖縄の素晴らしさが改めて
身に沁みました。沖縄を気に入って永住
している同い年の従弟夫婦とも会うこと
ができ、沖縄を満喫しています。来年も
TCA の仲間と沖縄に行きます。皆さんも
健康や環境にも良いサイクリングを楽し
んでください。

「沖縄サイクリング」
～中田　修二さん～
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「父の背中」
～小山内　建紀さん～

父の祖父は、津軽藩の勘定奉行と寺社
奉行を務めた。父は三男であったが長兄
にも次兄にも男子が居なかったので、私
のところに家系図と鎧兜一式（写真１）
がある。
父は刀をとり上げられた武士そのもの
で、心（世渡り）身（手足）ともに不器
用な人だった。雪道で自転車に乗って
ひっくり返り肩を脱臼したり、脚立から
落ちて怪我をしたり、
おまけに死ぬ時も嘱託をしていたデ
パートの電気室で高圧線に触れて、そこ
ら中を停電にして亡くなった。
そんな父が残してくれたのが新渡戸稲
造の “Bushido”（写真２）である。

この本は、世界に “ 日本 ” がよく知ら
れていなかった時代に、日本人の精神を
世界に知らしめるのに大いに役立った書
であることはつとに知られているところ
である。しかし原文は英語で、非常に難
解で私の英語力では辞書をひきながらで
も解読が難しく、訳本を買って読んでし
まった。
作今、横綱日馬富士が貴ノ岩に暴行を
加えたことが大問題になっているが、貴
ノ岩は先輩から説教されているのにスマ
ホを止めなかったとも伝えられている。
父が生きていたら最近の日本人の精神に
関して大いに議論してみたいと思う。

写真 1　先祖伝来の鎧兜 写真 2　Bushido
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「修善寺ボランティアガイド」
～青木　康さん～

２年ほど前より「修善寺ふるさとガイ
ドの会」に参加し、時々修禅寺周辺のガ
イドをしています。
修善寺の代表的な観光施設は修禅寺、
独鈷の湯、源頼家の墓の他にミシュラン
ガイドから２つ星をもらった竹林の小径
と指月殿などです。これらがコンパクト
なスペースに配置され、１時間程度で巡
ることができます。歴史に興味の無い方
でも春夏秋冬の街のたたずまいを楽しん
でいただけます。

２０２０年のオリンピック・パラリン
ピックの際には、伊豆市にて自転車競技
が行われ、全世界の方が伊豆半島におい
でになります。その方達にしっかりガイ
ドを行い、日本の良さを伝えていきたい
ものです。以前海外駐在時代に現地で親
切にしてもらったことへの恩返しにもな
るでしょうか？
まだ修善寺温泉においでになられ
てない方は、ガイドさせて下さい。	
連絡先は、修善寺ふるさとガイドの会
（0558-72-2501）です。無料です。

竹林の小径

修禅寺 本堂修禅寺 山門
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支部ニュース

■三島函南支部■

箱根芦ノ湖東岸を歩こう

平成 28 年 11 月 28 日にバスツアーウォークが実施されました。3日前に降った雪、前日の雨
が心配されたが、当日は風もなく、寒さもなくウォーク日和に恵まれ素晴らしい行事を実施する
ことができました。会員の徳武幹事のガイドも素晴らしかった。
箱根町から一般コース（約 4Kｍ）、健脚コース（約 8Km）に分かれてスタート。
箱根の関所・恩賜箱根公園・旧街道の松並木・興福院・
湖水に浮かぶ赤い鳥居の箱根神社・山のホテルの庭園・
東岸から見た芦ノ湖全体の景色を見、西岸遥かに位置
する深良用水も見ながら目的地である湖尻ビジターセ
ンターにゴールしました。
こんなに近くに住んでいながら余りにも知らなかっ
た、箱根の良さを肌で感じることができ参加者一同大
いに満足しました。
今話題になっている “大涌谷の噴煙 ”をまじかに見る
こともできたこと、帰りに三島に完成した日本一の吊
橋 “ 三島スカイウォーク ”（400m）も併せて見学でき
たこと、どれ一つとっても素晴らしく実のあるバスツ
アーウォークでした。
幹事のみなさんご苦労様でした。又、今後のウォー
クに期待していますと多くの会員から望む声を背にし
ながら家路へと急ぎました。

■三島函南支部■

春の三島裏通りジオ・ウォーキング

三島函南支部では、毎年 2回のウォーキングを実施してい
ます。春のウォーキングは、平成 29 年 3月 30 日（木）に三
島市街の裏通りを探索、桜の見ごろを期待して、花見＆ジオ・
ウォーキングと銘打ったのですが、今年の桜は気まぐれで、間
に合いませんでした。

中央水道跡
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“ ボケない人生を・探そう居場所 ” と題しての講演

■三島函南支部■

東芝テック OB 会三島・函南支部総会開催

OB 会三島・函南支部結成 10週年、過去最高の出席者を迎え平成 29年 6月 7日支部総会が開
催されました。
第一部　総会／第二部　講演とデモンストレーション／第三部　懇親の集い

第二部の講演とデモンストレーションでは “ボケない人生を送ろう・みんなで探そう居場所 ”の
テーマで講演会が催された。講師はお笑い福祉士めんぼーくん（三島市福祉応援大使）。内容は強
烈に人を引きつける巧みな話術に引きつけられ感動の連続で大いに役だった。
続いて当会員の井澤庄次さんのケアー機器のデモンストレーションがあり、これまた身近な問
題として大いに関心を示した。いずれも大好評でした。

井澤庄次会員の “ ケアー機器 ” の説明

三島地区でジオパークをガイドしている山口東司（三島ふるさとガイドもしている）さんと大
坂規久さんが案内役となり、27名の元気なOBが、田町駅～広小路駅までの裏通りの約 4kmを 3
時間半かけて歩きました。見どころがたくさんあり、山口さんの軽妙な語り口で、日ごろ見慣れ
ている観光スポットや今まで知らなかったところの話を聞くと、初めて目にし・初めて聞くよう
なことが多く、改めて三島宿の面白さに触れることができたと喜ばれました。
ウォーキングが終わるころには、開いている飲み屋もちらほら。裏通りウォーキングの仕上げに、
現役時代によく訪れた居酒屋で、明るいうちから花見酒ではないが久しぶりの懇親を深めました。

参加者全員で三島梅花藻を覗き込む会員
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■駿東支部■

第２回駿東支部ボウリング大会

正月も明けた１月３１日、清水町のサントムーン内にある柿田川パークレーンにて第２回ボウ
リング大会を開催しました。喜寿を迎えた方、女性１名を含めて元気なＯＢ８名が参加されました。
前年は１２名でしたが、減った分新たに２名が加わりました。
５分間の練習時間も終わっていよいよ２ゲームでの本番開始。練習の時と違って慎重に構える
人、スペアー狙いで身振り手振りをするが天井を仰ぐ人、ストライクになりそうで揺れる残り１
ピンに床を踏み鳴らす方。皆で拍手したり笑ったりと和気あいあいのうち１ゲームが終了。２ゲー
ム目で調子が出てきた人もいればお疲れモードの方も。機械の方もピンが下りなかったり、スコ
ア - ボードの表示がチラついたりのトラブルも出始めた。終盤にさしかかり、気のせいか隣のレー
ンのスコア - ボードを見上げる人もなんとなく増えてきたような気がする。今回は「どこそこが痛
い」と言う人は一人もいませんでしたが明日以降はどうか。２Ｇ目も無事終了。
前年のスコア - は２７８～１８４でしたが今回は２５３～１５４と全体的にレベルダウン。これ
も１歳歳をとったせいか。大会終了後は全員で昼食会。時期柄か、話題はマイナンバー、確定申告、
健康の話でわいわい。また次回の参加を楽しみに散会としました。

いよいよ本番

隣は ...

どうだ !!

全員集合
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■伊豆支部■

「第 12 回 伊豆支部ウォーキング」報告

伊豆支部にて恒例のバス・ウォーキングを実施しましたのでご報告します。
期日：平成２９年７月１０日（月）／目的地：熱海市初島／参加者：２０名（ＯＢ会員１９名　友人１名）

実施日が７月初旬ということで、雨を予想したがこ
の所天気が良くこの日も天気が良かった。バスは出発
地点の熊坂をスタートし、中伊豆、天城、修善寺温泉
場を経由し会員を乗せて熱海港に着いた。乗船手続き
を行い、定刻の乗船で約３０分の航路を楽しんだ。初
島へ上陸。熱海の目の前の島であるが、生まれて初め
ての人もいた。記念写真を撮る。その後集合時間まで
自由行動となった。男ばかり２０人の団体、すぐにお
店に突入したグループもいた。売店でビールとつまみ
を購入し歩き始めた。真夏を思わせる様なうだる暑さ、
でも島ならでは、風も強く気持ちが良い。島一周の歩
道を歩く。皆、和気あいあいと日頃の様子、昔の同僚
の消息等話しながら歩いた。とにかく狭い島。３０分
もしないうちに、反対廻りのグループと顔を合わせた。
リゾートホテルの従業員アパート付近にさしかかった
所、従業員と思われる若い女性と出会った。どこから
来たかと聞かれ、修善寺と言ったら、一緒に写真を撮
らせて貰えた。さらに進み石切り場まで来たところ、
東京から来たと言う若い女性２人と面白く話しが出
来、ここでも写真を撮らせて貰えた。そうこうしてい
る内に、いつのまにか港に戻った。ここでちょうどお
昼となり、港の前に１０軒程並んでいたお店の一つに
入った。イカサザエ丼を注文。生きのいい食事とビー
ルがマッチし一時を忘れた。乗船まで時間があるので、
坂を上り、小中学校の前を通りお寺にお参りをした。
そしてリゾートホテルの南国風の庭を歩き、ホテルに
入った。コーヒーでも飲もうかと、レストランを覗い
たが営業しておらず、土産売場の前の椅子に腰かけし
ばし冷房の中を休憩した。来た道を戻り港に着いた。
出航時間まで、漁協の土産売場とエビ、サザエ、サメ
の「いけす」をしばし覗いた。乗船し定刻通り熱海港
に着いた。バスが待っていた。再会を約束し、帰りは
逆コースで戻り一日は終わった。とても充実した楽し
い一日だった。

初島にて記念撮影

リゾートホテル従業員アパート付近にて

石切り場にて

初島への航路にて



13

■伊豆の国支部■

「『おんな城主直虎』大河ドラマ館バスの旅」報告

10 月 18 日（水）AM7:30	大仁から出発、途中で同行者をピックアップし、35名を乗せたバス
で休憩をはさみながら、浜松を目指し東名高速を走り、約 3時間をかけて、最初の見学地のうな
ぎパイファクトリーに着く。
おみやげでよくあるうなぎパイの製造工場で、大勢の見
学者が訪れていた。大量生産のラインが見事で、見せる工
場が印象的だった。最初からおみやげ購入となった。

うなぎパイの製造工場見学うなぎパイファクトリー

車中の様子

次に、花博が開かれた浜名湖ガーデンパーク
へ行く。
兎に角広いため、散策するには時間がかかる
ことと、昼食時間を確保するため、約 2時間弱
滞在時間をとる。コスモスがきれいに咲いてい
た。

浜名湖ガーデンパーク
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花植えの作業者に話を聞くと、花を種から苗まで育てて、
ガーデンパークに届けたり、花の苗を植えたりをボランティ
ア活動で、行っているとのこと。入場無料のため、手入れ
にボランティアの協力が必要とのこと。
体力勝負の浜名湖ガーデンパークでした。

いよいよ、「おんな城主直虎」大河ドラマ館へ行った。大
型バスがいっぱい来ており、テレビの影響のすごさがわかる。
ドラマ館へ入ると、イモ洗い状態の人々でいっぱい、狭いド
ラマ館の中で、なかなか移動できない見学となった。「おん
な城主直虎」をドラマで見ている人には面白いと思った。

最後は、井伊直虎菩提寺「龍潭寺」へ。ドラ
マ館の近くにあり、やはり、大型バスがいっぱ
いでした。集合写真を撮った。庭園が素晴らし
く、見る位置で風景が変わるので、場所を変え
て座りゆっくり鑑賞した。井伊直虎のお墓は小
さくこじんまりした感じでした。
ここから、新東名を利用して帰途につきまし
た。

「おんな城主直虎」大河ドラマ館

花の苗

龍潭寺　山門

参加者全員で 龍潭寺　庭園
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《第 29 回・OB 会・首都圏ファミリーウオーキング》ご案内
東芝テック OB 会・テック電子 OB 会・東芝テックソリューションサービス OB 会　共催

《多摩川台古墳群から二十一世紀桜ウオーク》

雄大な多摩川の流れに沿う多摩川台公園は 4世紀の古墳時代の宝莱山と亀
かめのこやま
甲山前方後円墳に挟

まれて 10基もの古墳が連なっている丘陵地に広がっています。最大規模の古墳群の歴史探訪と遠
く、丹沢の山並みや、富士山を眺める、桜ウオー
クです。
◎	 開催日時：平成 30年 4月 3日（火）
	 ・・・11:00 ～ 16:00
	 （雨天の場合は 4月 5日（木）に実施します）
①	 集合場所：多摩川駅（東急・東横線・目黒線・
多摩川線）改札口（1か所の改札口）

②	 集合時間：10:30AM　から受付開始～
③	 予 定 コ ー ス：11：00 Ａ Ｍ（ 西 口 ） 出 発 ～ 多 摩 川 台 公 園 ～ 古 墳 展 示 室 ～　	
宝莱山古墳～亀甲山古墳～湿性植物園～浅間神社～六郷水路跡～東光院～桜坂～密蔵院～	
鵜の木松山公園（横穴墓群）～東京高校～多摩川堤～二十一世紀桜～けやき並木～下丸子駅	
（16：00 解散）（全コース：18,000 歩　約 10	Km）

④	 参加対象：ＯＢ及びその家族、知り合い、友人
⑤	 参加費：一人、500 円（子供無料）
⑥	 コース案内人：鎌田芳郎（東芝テックOB会）
⑦	 申込先：下記幹事に電話・又は FAX・又は E-mail、住所、
氏名、電話、最終所属をご連絡下さい。

⑧	 申込締切：平成 30年 3月 26日（月）　
⑨その他：持参品：お弁当・健康保険証、雨具・・・
◎	 解散後、希望者は中目黒駅近くで、ささやかな打ち上げ会を予定しています。
塚原	仁 TEL/FAX:	042-364-8397 E-mail:	ICK59860@nifty.com

鎌田	芳郎 TEL/FAX:	03-3771-0057 E-mail:	kamayosi@zj8.so-net.ne.jp
携帯 :	080-1031-6013

TTSS	OB 会 TEL:	03-5245-9001
FAX:	03-5245-3494 E-mail:	TTSS_OBkai@toshibatec.co.jp

吉田	昭太郎 TEL:	0463-58-8610
FAX:	0463-26-3075 E-mail:	shotaro.yoshida@nifty.com

六郷水路跡・東光院 桜坂・福山雅治の歌で有名 多摩川河川敷桜並木

二十一世紀桜並木
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事務局より

≪会員の状況≫（ＯＢ会総会以降～）
☆新会員
大谷渉さん、高橋智彦さん

≪年会費振込みのお願い≫
2016年会費（2千円）につきましては、2017年 8月末までに振込をお願いしておりますが、現時点
振込が終わっていない方がおります。
恐れ入りますが、2018年 3月末までに振り込んでいただけますようお願いいたします。

≪寄付のお願い≫
終身会員の方（数え年 85 歳以上 ) は年会費免除となりますが、財政困難につき、来年度よ
り寄付を募っていくこととなりました。詳細は来年のご案内の際にご連絡させて頂きますの
で、何卒よろしくお願い申し上げます。

≪会員の広場原稿募集≫
会員の皆様から原稿を募集しています。
「今、ハマっていること」や「旅の思い出」など、どんなことでも結構ですのでふるって投稿して下さい。
◆文字数・・・400字程度
◆写真・・・写真等2枚程度（本人が写っている写真を必ず入れて下さい）
◆送り方・・・直接原稿を郵送していただくか、メールにて投稿して下さい。
◆送付先アドレス（ＯＢ会専用アドレス）：TEC-ob@ml.toshiba.co.jp

第 23 回東芝テック OB 会総会参加の皆さん
浅野保司さん	 井沢孝次さん	 鵜沢博さん	 太田信夫さん	 小山内建紀さん	 納浩さん
木部輝彦さん	 久保光生さん	 佐藤輝義さん	 菅修一さん	 関口重男さん	 関目茂さん
高橋敬次さん	 中田修二さん	 中村健一さん	 橋村哲夫さん	 東田和憲さん	 藤田亀義さん
村上俊彦さん	 室伏好子さん	 守健一郎さん	 山田通夫さん	 吉田昭太郎さん	 渡辺修二さん	
飯塚忠夫さん	 石井裕基さん	 植木功夫さん	 海老名成之さん	 大坂規久さん	 小河松夫さん	
加藤幸恵さん	 窪田敏裕さん	 小室幸枝さん	 鈴木成二さん	 鈴木孝さん	 高橋保吉さん
伊達美佐子さん	 田中光顕さん	 土屋孝一さん	 徳武明彦さん	 中島邦雄さん	 西澤公久さん	
半澤正博さん	 日吉きみさん	 広瀬正明さん	 藤田秀明さん	 前田清美さん	 松井勗さん	
松永秀隆さん	 安田吉延さん	 山田時治さん	 米山澄江さん	 和田武郎さん	 渡邉保さん	
山下久吉さん	 青木建夫さん	 岩崎英亮さん	 上杉一芳さん	 植松隆さん	 宇津木俊彦さん	
片岡光夫さん	 小林章さん	 島﨑準一郎さん	 鈴木寛さん	 諏訪部貞雄さん	 田窪啓二さん	
土屋守さん	 殿岡修さん	 友久保義昭さん	 東高司さん	 平井國夫さん	 深瀬勝さん	
藤村郁人さん	 山田勝治さん	 涌嶋章さん	 天野透さん	 池本節二さん	 兼高俊さん
菊池重生さん	 鈴木政孝さん	 浪川邦俊さん	 萩原栄子さん	 増田勇さん	 八木憲夫さん
山川信行さん	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 以上


